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人工呼吸管理中の患者を手術や検査のために

搬送することはまれではなし、搬送時の問題と

して PaO:/Fi02や血圧の低下が報告されてい
る。近年の搬送用ベンチレーターは患者の呼吸

に同調し、 p戸re郎ss側ures加up卯po町，rtν必c∞ont位1"01モ一ドを
備えるなど、 ICUベンチレーター並みの性能

を持つようになった。この研究では搬送用ベン

チレーターの性能を吸気・呼気の応答について、

モデル肺を用いて比較検討した。

【対象) ICUベンチレーターとして

1iaUWnckrodt; 7200aeを、搬送用ベンチレー
ターとしてBird;TBird、1iaUWnckrodt;740、
Respironics; Esprit 、 および Pulmonetic

Systems; LTVl000の4機種を用いた。

[方法】 モデル肺に 10回/min(吸気時間 1秒、

呼気時間 5秒)、吸気流量 40、60、80Llmin

の自発呼吸を発生させ、気道内圧を測定記録し

た。ベンチレーターは Fi020.5、CPAP0、

5cmH20、PS0、 1~mH20 の設定で、 トリガ

ーはそれぞれ aut田yclingをおこさない最小の

感度とした。吸気トリガーについては、吸気開

始から気道内圧が最小となるまで、の時間:delay 

timeのT:s田)と、吸気開始時の気道内圧と最
小気道内圧との圧差 :inspira印町住宅ger

pressure (P-I: cmH20)を、また呼気について

は、気道内圧が最高気道内圧から baseline

pressureまでの 63%低下する時間:tIme

constant (1:: s四)を各条件で測定し、 3呼吸の

平均を用いた。

[結果】表に吸気流量 40Uminの各パラメー

ターの値を示す。DTはLTVl000で5cmH20

の時に延長した以外、各条件で 0.05s配前後の

値を示した。P-Iは LTVl000以外で CPAP、

PSの値に影響されなかったo LTVlO00では

CPAPの増加に伴い、 P-Iが1.5から 2倍に増

加した。またどのベンチレーターも吸気流量の

増加に伴って P-Iの増加が見られたが、

LTVl∞0では他に比べて流量による影響が少
なかった。 τは 7200aeと比べて搬送用ベンチ

レーターでは低値で、呼気抵抗が少ないことを

示した。

CPAP OCmH20 5cmH20 

PS 0 10 0 10 

7200ae DT 0.062 0.063 0.062 0.058 

P-I 4.42 4.60 4.47 4.54 

τ0.293 0.275 0.253 0.252 

T Bird DT 0.053 0.048 0.058 0.043 

P-I 2.63 2.45 2.86 2.62 

τ0.078 0.098 0.372 0.103 

740 DT 0.050 0.048 0.048 0.050 

P-I 3.07 3.07 3.18 3.25 

r O. 122 0.082 O. 110 0.068 

Esprit DT 0.063 0.067 0.053 0.058 

P-I 3.29 2.70 3.63 3.02 

τ0.088 0.085 0.088 0.072 

LTVI000 DT 0.052 0.052 0.090 0.078 
P-I 3.49 2.97 6.45 5.86 

τO. 100 O. 102 O. 105 O. 113 

【結語]搬送用ベンチレーターの性能をモデル

肺を用いて比較した。吸気トリガーはどのベン

チレーターも 7200aeに劣らない性能を備えて

いた。また呼気抵抗は搬送用ベンチレーターの

方が少なかった。




